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２０２５ 年 ９ 月 ２日

日本口腔顔面痛学会選挙管理委員会 御中

私は、２０２５年－２０２６年度日本ロ腔顔面痛学会理事選挙に立候補します。

氏名（自著） ハム 杏

　

テ ミ

所属・職位 徳島大学大学院医歯薬学研究部・教授

抱負

（３００字以内）

ＰＣで記入の事

日本口腔顔面痛学会ＨＰ掲載

　

口腔顔面痛のマネージメントは歯科医師にとって重要な

臨床課題であり、ロ腔顔面痛学会はロ腔顔面痛に関する教

育、臨床、研究、政策への関与を通じて、国民の幸福を追求

する貴重な学会です。会員の先生方のご尽力により、口腔

顔面痛学会は継続して発展しております。特に、オンライン

セミナーの充実、医科系の日本痛み関連学会連合との交

流、ＪａｐａｎＰａｉｎＷｅｅｋへの参加、痛覚変調性癖痛の理解、

国際疹痛学会への積極的な参加など、多くのことが進展しま

した。これはひとえに会員の皆様のおかげですが、今後もロ

腔顔面痛学会の発展に努めたいと希望しております。

用に抱負ｍｅを下記にメール

添付で送付のこと
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学会事務局
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立候補者履歴書

年 月 学

　

歴

　

大学卒業以降

１９８８ ３ 岡山大学歯学部卒業

１９９２ ３ 岡山大学大学院歯学研究科修了

１９９６ ９ ＵＣＬＡ歯学部口腔顔面痛科レジデントコース入学

１９９８ ８ ＵＣＬＡ歯学部口腔顔面痛科レジデントコース終了

職歴

１９９２ ４ 岡山大学歯学部

　

助手

１９９７ ４ 岡山大学歯学部附属病院

　

講師

１９９９ ７ ＵＣＬＡ歯学部

　

常勤研究員

２００２ ７ ＵＣＬＡ歯学部

　

助教授

２００５ ７ 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科

　

助教授・准教授

２０１２ ７ 徳島大学大学院医歯薬学研究部

　

教授

　　　　　　　　　　

専門医等の資格、 特記すべき学会活動

歯科医籍登録

　

１９８８年 ６月

　

３日 （第１０５２０６号）

日本ロ腔顔面痛学会指導医

　

２０１１年１０月

　

８日 （第３５号）

【過去の委員会委員等】

理事長、ガイドライン作成委員会委員長、工ＣＴ活用推進委員会委員長、学術委員会委

員長、編集委員会委員、適応外薬意見書作成委員会委員、国際協議委員会委員、広報委

員会ＮｅｗｓＬｅｔｔｅｒ編集委員、 国際交流委員会委員、 医療保険委員会委員、 シラバス委員

会委員

日本補綴歯科学会専門医

　

２００４年 ９月 ２７日 （第１８１５号）

日本補綴歯科学会指導医

　

２００５年 ９月１６日 （第９８０号）

日本口腔リハビリテーション認定医

　

２００８年 ９月１９日 （第８８号）

日本口腔リハビリテーション指導医

　

２００８年 ９月１９日 （第２８号）

日本顎関節学会専門医

　

２０１０年 ７月 ２３日 （第１８０号）

日本顎関節学会指導医

　

２０１０年 ７月 ２３日 （第１４７号）


